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北上中央カントリーエレベーターが完成！〜良質米を提供〜農作物や畜産への被害を防ぐ！「異常気象対策本部」を設置
　農事組合法人北上中央カントリーエレベーター利
用組合が運営する穀類乾燥調製貯蔵施設「北上中央
カントリーエレベーター」が
北上市流通センターに完成
しました。今秋から受け入
れを開始し、９月中旬から
稼働する予定です。

◆完成に至るまで〜法人の設立〜
　JA江釣子カントリーエレベーター（CE）が築40年近
く経過し老朽化している事や、平成23年度より受け入
れている飼料米を含め稼働率は100％を超えている事
から、施設更新に向けて平成28年4月にCEを自主運
営する組織として同法人を設立。国や市、JAなどの助
成金を活用し、10月に新築工事に着手しました。

◆完成を祝して竣工式
　竣工式は８月30日に開き、同
組合員やJA、国会議員や県、市
など約90人が参加しました。神

事やテープカット、稼働式な
どが行われ、今後の発展を
祈願するとともに、皆で完成
を祝いました。

　ＪＡは８月21日、日照不
足や低温による農作物や
畜産への被害を防ぐため
「異常気象対策本部」を
設置しました。
　現在調査中の現場状況
に合わせた対策を講じる
ほか、関係機関と綿密な
連携を図り、正確で迅速
な情報を農家に発信しま
す。また、適切な技術指導
を図り被害を最小限に抑
えます。

　阿部勝昭組合長は「現在大きな被害は出ていない
が、今後被害を最小限に抑えるため、営農指導と地域
が密着したスピード感のある対策を講じていく」と語り
ました。
★以下の５つを中心に対策を講じていきます。
①被害状況の実態把握・救済対策
②気象災害に係る農業技術・営農対策
③異常気象に係る情報の提供
④農政諸対策
⑤その他目的達成に必要な事項

　日照不足や低温による水稲や野菜、果樹の病
害虫発生や湿害、排水対策など、栽培管理方法
などを組合員の皆様に発信していきます。

●お問い合わせ／営農推進部生産資材課☎ 0198-22-6192または、最寄りのグリーンセンターまで

※定休日と営業時間はそ
れぞれの店舗によって異
なりますのでご確認くだ
さい。

定休日 9月の営業時間 10月の営業時間
花　巻 10/29（日） 平日…8：30～17：30／土・日・祝日…8：30～17：00 8：30～17：00
石鳥谷 9/9（土）・10/14（土）・10/28（土）8：00～17：30 8：30～17：00
大　迫 土曜日・日曜日・祝日 8：30～17：00 8：30〜17：00
東　和 9/16（土）・10/7（土）・10/21（土）8：30～18：00 8：30～17：00
北　上 9/24（日）・10/8（日）・10/22（日）平日…8：30～18：00／土・日・祝日…8：30～17：00 8：30～17：00
西和賀 9/10（日）・9/24（日）・10月の日曜日 平日…8：30～18：00／土・日・祝日…8：30～17：00 8：30～17：00
遠　野 9/13（水）・10/11（水） 8：30～18：00 8：30～18：00

グリーン セン ター の 定 休 日と 営 業 時 間
９月・１０月の定休
日と営業時間は
次の通りです。
ご確認の上ご来店
ください。

　花巻園芸センター（花巻市太田）では、８月21日
から極早生リンゴ「紅ロマン」の選果が始まりまし
た。管内４地域全ての紅ロマンを同センターで選
果。品質を揃え、安定供給を図ることで他県に負け
ない強い産地を構築します。
◆高品質産地の形成に向けて
関係機関と連携し講習会や品質調査を実施。食味の良いリン
ゴ生産に向け肥培管理や収穫適期の見極めなどを徹底する。

◆平成29年度の出荷計画
約3,600ケース（10㎏／１ケース）前年実績比169％

◆紅ロマンってどんなリンゴ？
シナノレッドとさんさをかけ合わせた品種で、夏の終わりに登場
する極早生リンゴ。出荷ピークは８月下旬。

◆どんな味がするの？
夏の暑さの中でもしっかりとした甘みを持ち、赤く色付く。酸味と
のバランスが取れた爽やかな味は、この季節にピッタリ。

リンゴの季節到来
紅ロマンを選果　北上地方農林業振興

協議会とＪＡは８月22日、
北上地域営農センターと
各栽培ほ場で「新規栽
培説明会・ほ場見学バス
ツアー」を開きました。
　アスパラガスやネギ、菌床シイタケの新規栽培希
望者８人が参加し、希望品目ごとにＪＡや県中央農
業改良普及センターから栽培概要や経営収支など
について説明を聞いたほか、ほ場に移動して生産
者から栽培のポイントを聞きました。実際に現場を
見た参加者からは管理作業や資材などについての
質問が飛び交い、生産者から回答を得て理解を深

めました。
　ＪＡは、担い手確保や生
産拡大に向けて今後も新
規栽培希望者説明会を開
催していきます。

新規栽培希望者説明会を開催

おいしいお米は土づくりが基本 「銀河のしずく」信頼される産地を目指して
　ＪＡでは、土づくりにケイ酸資材の投入を強く推
進し、安定した米の生産・良食味米維持拡大に取
り組みます。
◆健全な稲の栽培を可能にする秘訣は？
①適正な土壌のケイ酸供給量の維持。
②可給態ケイ酸の濃度を高めるための３年以上の連用。
ケイ酸を主体とした土づくりは➡光合成力が高い

➡健全生育な稲➡登熟良化➡千粒重の増加➡タン

パク質含有量の低下＝お
・・・・・・
いしいお米

　岩手県オリジナル水稲品種
「銀河のしずく」の異品種混
入防止の講習会が８月９日、
花巻市内３会場で行われまし
た。生産者は、各栽培ステージで混入防止対策
を実施しており、今回は草丈の違いや形質の異な
る穂を確認した際の株の抜き取りの徹底や、異品
種混入防止意識の統一のほか、さまざまな情報を
共有し今後の管理に向けて決意を新たにしました。
銀河のしずくは昨年、日本穀物検定協会の食味ラン
キング最高評価「特Ａ」を獲得。県内の最大栽培面
積を誇る産地として、今年も高品質生産を行い、特A
獲得を目指します。

阿部勝昭組合長によって、本店事
務所玄関前に看板を設置しました

北上中央カントリーエレベーター
・総処理量は乾籾で約3,000t
・対象面積は408ha、平均荷受量210.8t／日
・異物を瞬時に除去する色彩選別機をはじめ、最新鋭の設備
を導入
・計量出荷設備はフレコン計量機、個袋計量機
・施設（機械室棟）は鉄骨造2階建て、延床面積939㎡

菊池光浩 代表理事
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米 穀営農振興

　農家の利便性向上と安定した集荷を行い、品質の裏付
けとなるような良食味米の乾燥調製を行っていきます。農
家が経営を維持できるよう、コスト低減
をはじめ農家の要望に応えられるまでに
組織を成長させたいです。消費者ニーズ
に沿えるようJAとの情報交換も密にし、
米産地確立を図れるよう、身を引き締め
てしっかり取り組んでいきます。

園 芸園 芸

米 穀 米 穀

ＪＡが勧める土づくり肥料
★「賢治の教え１号」春
　特別栽培米では１号を使用
★「賢治の教え２号」秋タイプ
　�稲わら腐熟促進のため窒素成分を
　配合

★「たんぼの味方１号」
　土づくり兼用タイプ
★「たんぼの味方２号」
　土づくり兼用追肥省略タイプ

15 14ぽらーの花巻 ◉ ◉ぽらーの花巻


